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事業計画（ロードマップ）

　基本方針の実現に向けて立案した施策に基づき、具体的な事業を計画します。

　全体の財政計画と調整しながら実施期間を決定し、前期期間（平成29～ 33年度）、中期期間（平成34

～ 38年度）、後期期間（平成39～ 43年度）に分けて示します。

　以下に、主な施策等の実施年度計画を示します。

Ⅶ　事業計画（ロードマップ）

主な施策の実施年度計画表

基本方針 実現方策
前期期間 中期期間 後期期間

H29 H30 H31 H32 H33 H34 H35 H36 H37 H38 H39 H40 H41 H42 H43

安
全

おいしい水の供給
水質管理の強化

水安全計画の策定

良好な水質の確保 配水池や管路の洗浄作業の促進

水源地の保全 水源地周辺の環境保全の強化

強
靭

水道施設の耐震化
施設・管路の耐震化

水道施設耐震化計画の策定

水道施設
の計画的更新

老朽化施設の対策

管路管理システムの充実

統廃合を含めた計画的な
施設の再構築（挑戦）

危機管理体制
の充実

応急給水施設の準備対応

重要給水施設の整備

災害時対応の整備・充実（連携）

持
続

水源の安定化 ゆめが丘浄水場を最大限に活用した
水源施設の統廃合

資源・エネルギー
の有効利用

省エネルギーの効率的機器の採用

エネルギー消費の少ない水道の構築

再生可能エネルギーの導入の検討

廃棄物の削減

経営基盤の強化

有収率の向上

民間的経営手法の活用検討

適切な施設管理

広域化連携の模索

アセットマネジメントの充実

組織体制の強化
技術の継承

人材の育成と配置

お客さまサービス
の向上

啓発活動の推進

お客さまとの連携の促進（連携）

：実施年度
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事業計画（ロードマップ）

　主な施設等の整備年度計画を示します。

　また、これらの施設整備を実施しても、現状の水道料金体系での事業運営が可能と判断しており、大きな

社会経済情勢の変化がない限り、この方針が実現可能であると見通しております。

　事業費の収支計画については、資料編に示します。　

主な施設等の整備年度計画表

事業内容
前期期間 中期期間 後期期間

H29 H30 H31 H32 H33 H34 H35 H36 H37 H38 H39 H40 H41 H42 H43

施
設
更
新

阿保浄水場更新

滝川浄水場更新

北部配水池更新

島ヶ原第２配水池更新

伊賀第１配水ポンプ更新

耐
震

補
強

丸柱浄水場耐震補強

山田浄水場耐震補強

老
朽
化
設
備
更
新

小田浄水場
機械設備

電気設備

三田水源地改修

三田中継ポンプ場 機械設備

丸柱浄水場
機械設備

電気設備

ゆめが丘浄水場
機械設備

電気設備

導水ポンプ場
機械設備

電気設備

上野南ポンプ場
機械設備

電気設備

東部配水場
機械設備

電気設備

上ノ庄中継ポンプ場
機械設備

電気設備

配
水
管
布
設

上野地区配水管布設

伊賀地区配水管布設

島ヶ原地区配水管布設

大山田地区配水管布設

青山地区配水管布設

経年管の更新

：実施年度


